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第４章 香取遺産の調査の現状 

 

１．既存調査の現状 

（１）既存調査の整理 

 香取遺産に関連する調査として、これまで合併前の市町村史（誌）編纂に伴う総合調査や、分

野毎の総合調査、個別文化財の調査等が行われてきた。また、埋蔵文化財の発掘調査、千葉県や

国の総合調査や県史編纂事業に伴う調査により、市内の香取遺産も対象となってきた。このほか

に研究機関や民間団体が主体となった調査等も行われており、これまで実施されてきた調査の現

状について整理する。 

 

①合併前の市町村史（誌）編纂等 

 香取市は平成 18（2006）年 3 月に 1 市 3 町が合併して成立した市で、合併前の各自治体で市

史・町史の編纂が行われた。特に佐原市では合併直前まで新たな市史編纂に向けた調査が行われ

ていた。それ以前にも多くの町村が存在し（資料編参照）、明治以降に成立した自治体による村

誌（『佐原町史』、『良文村誌』など）や郡誌（『千葉縣香取郡誌』など）がある。既存の調査では

石造物、古文書等の成果が多く、それ以外の分野は各市町の状況により進展の度合いが異なる。 

 Ⅰ 佐原市 

 『佐原町誌』や『佐原市史』があり、香取市合併前まで新市史編纂に向けた各種調査が行われ

ていた。佐原市史では市の歴史の概要が押さえられていたものの、新市史編纂では専門部会が設

けられ詳細な調査が行われた。古文書の把握調査・専門調査、石造物（特に板碑）の把握調査・

専門調査が進められ、その成果の一部が刊行されている（『佐原市史編さん調査報告書１』など）。

このほか市が主体となって行った調査（香取神宮、観福寺、伊能忠敬関係資料など）や、民間団

体と協力して調査を行い、小冊子の刊行まで行った場合も多い。 

 Ⅱ 小見川町 

 小見川町史編纂時には史料集も刊行されており、古文書を中心とした町史編纂時の調査成果が

刊行されている。『小見川の歴史』、『おみがわ歴史の歩み』では考古学の調査成果や小見川藩の

構造などを中心に歴史の概要が確認できる。 

 Ⅲ 山田町 

 『山田町史』や『山田町指定文化財』のほか、『ふるさとのあゆみ 山田町の歴史と文化財』

（寺本和 2005）などに内容がまとめられている。また、令和 2（2020）年に山田町史編纂時の

石造物把握調査記録のデータ化を行った。 
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 Ⅳ 栗源町 

 『栗源町史』や『栗源の百年』で歴史の概要が明らかになっているほか、『栗源町文化財目録』

では町内の文化財把握調査を行っており、広範な分野で行った成果が一覧表としてまとめられて

いる。 

②香取市の把握調査 

 香取市として行ってきた調査として、香取市歴史的風致維持向上計画策定に伴う調査、祭礼調

査、社寺調査、文化財保存活用地域計画作成に伴う調査などが行われてきた。また、文化財の指

定や保存修理工事等に伴う専門調査や、記録写真撮影を適宜実施してきた。 

香取市歴史的風致維持向上計画策定に伴う調査では、８つの歴史的風致に関わる建造物や人々

の活動を中心に調査を行った。祭礼調査では市内で行われる祭礼について、地元区長宛てに内容

や日程等のアンケートを取り、資料調査等で補完した。社寺調査は、市内の社寺（計約 420ヶ所）

について境内建造物や石造物等の把握調査を行い、データ化を図った。 

文化財保存活用地域計画作成に伴う調査では、令和 2年度にこれまで行われていなかった小見

川地区中心部の歴史的建造物分布調査、令和 3（2021）年度に小見川地区の歴史的建造物の基礎

調査のほか、歴史的建造物及び景観分布調査（府馬・山倉・岩部・香取）を実施した。 

③国・千葉県の把握調査 

 これまで国で実施した把握調査に伴う県の調査や、県史編纂に伴う調査等が行われてきた。特

に建造物関係、古文書関係、無形の民俗文化財関係、埋蔵文化財関係では、様々な主題で各種調

査報告書にまとめられている。このほか国宝の伊能忠敬関係資料や、多くの文化財が所在する香

取神宮関係では個別専門調査等が実施されてきた。 

④研究機関等の調査 

 研究機関や大学等が香取市を研究フィールドとすることもあり、美術工芸品、古文書、考古資

料、重要伝統的建造物群保存地区など多岐にわたる調査・研究が行われている。これら調査への

協力や成果の共有を図ることで、香取遺産としての価値を顕在化することができる。 

また、民間団体が主体になった調査も行われており、石造物、古文書、郷土史、地元の香取遺

産など、それぞれの興味・関心に応じた調査等が行われている。 
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（２）把握調査と詳細調査の内容 

 これまでに行われてきた各種把握調査を中心に、類型毎に把握調査と詳細調査の内容について

整理する。 

 

①有形文化財 

Ⅰ 建造物 

 把握調査として、近世社寺建築、近代建造物、近代和風建築などをテーマに県で調査が実施さ

れた。また、香取市で令和元年・2年度に実施した社寺調査の結果、外観状況等をデータで確認

可能となった。保存修理工事を実施した建造物の報告書（香取神宮本殿、側髙神社本殿など）な

どがあり、詳細な図面等や建造物を中心とした来歴が明らかになっている。 

Ⅱ 絵画・工芸品、彫刻 

 県で行われた『房総の仏像彫刻 有形文化財・彫刻』、『房総の絵画と工芸品』、『千葉県文化財

実態調査報告書 絵馬・奉納額・建築彫刻』で文化財の把握が行われた。また、佐原市が香取神

宮に関連する建造物・美術工芸品・考古資料の調査を行っている。 

Ⅲ 書跡・典籍、古文書 

 書跡・典籍に関しての調査は十分といえないものの、古文書の調査については香取神宮を中心

に江戸時代から行われている。県史編纂に関連して香取神宮関連の文書の調査が行われたほか、

佐原市でも中世文書・近世文書の報告書を刊行している。また、佐原市史編纂に関連して、佐原

市内の古文書の所在調査や、佐原の商家が所蔵する古文書目録等が刊行されている。また、研究

機関や民間団体が古文書の解読等を進めており、比較的調査が進んでいる分野である。 

Ⅳ 考古資料、歴史資料 

 考古資料は埋蔵文化財や遺跡の報告書として刊行されているものが多くある。近年では城山第

1号古墳出土遺物の展示等も進められている。 

 歴史資料は、把握調査として県で実施した『千葉県歴史資料調査報告書』がある。伊能忠敬関

連資料については国宝指定にあたっての調査等が行われている。また、観福寺や香取神宮を単位

とした調査も行われている。 

Ⅴ 石造物 

 石造物については、最も調査が充実しているものの一つである。県が実施した『千葉縣史料 金

石文篇二』や、合併前の各市町でも把握調査が進められており、佐原市では佐原市史編纂に関連

した調査で石造物全般や板碑の調査が行われている。また、民間団体が実施した小見川地区の石

造物の調査や、文学碑をテーマにした調査などが行われている。 



第４章 香取遺産の調査の現状 

 

62 

 

 

タイトル 調査主体 発行年

千葉県の民家３　下総地方の民家 千葉県教育庁文化課／編集 1974

重要文化財　香取神宮本殿保存修理工事報告書 文化財建造物保存技術協会／編集 1979

千葉県の近世社寺建築 千葉県文化財保護協会 1980

千葉県指定文化財　側高神社本殿　修理工事報告書 普請研究会・株式会社真木建設・編 1988

千葉県指定有形文化財　西坂神社本殿保存修理工事報告書 ㈱真木建設一級建築士事務所・岩瀬建築㈲・編 1991

千葉県近代建造物実態調査報告書 千葉県教育庁生涯学習部文化課／編 1993

千葉県の産業・交通遺跡　千葉県産業・交通遺跡実態調査報告書 千葉県立現代産業科学館／編 1998

千葉県指定有形文化財　光明院阿弥陀堂保存修理工事報告書 文化財保存技術協会 1999

香取神宮史料調査報告書　建造物・美術工芸品・考古資料編 千葉県佐原市教育委員会／編 1999

千葉県の近代和風建築 千葉県教育庁文化課／編 1972

佐原市指定有形文化財　香取神宮旧拝殿保存修理工事報告書 岩瀬建築有限会社 2004

香取市指定有形文化財　神徳館表門保存修理報告書 岩瀬建築有限会社 2019

絵画・工芸品 房総の絵画と工芸品 千葉県教育庁生涯学習部文化課／編 1996

房総の仏像彫刻　有形文化財・彫刻 千葉県教育委員会 1993

千葉県文化財実態調査報告書　絵馬・奉納額・建築彫刻 千葉県教育委員会 1996

書跡・典籍 －

千葉県古文書調査目録 千葉県古文書調査団／編 1972

千葉縣史料　中世篇　香取文書 千葉県史編纂審議会／編 1975

佐原市古文書資料目録 佐原市教育委員会／編 1991

千葉県の歴史　資料編　中世２（県内文書１） 千葉県史料研究財団／編 1997

香取神宮史料調査報告書　中世文書・近世文書編 千葉県佐原市教育委員会／編 1999

千葉県史編さん資料　香取文書総目録 千葉県 1999

佐原市史編さん調査報告書１　佐原の商家　福新呉服店　平塚新兵衛家資料目録 佐原市教育委員会 2003

佐原市史編さん調査報告書２　佐原の古文書　諸家文書目録 佐原市教育委員会 2004

国立歴史民俗博物館資料目録［11］　伊能茂左衛門家資料目録 国立歴史民俗博物館 2014

考古資料 －

伊能忠敬関係歴史資料目録 佐原市教育委員会／編 1987

千葉県歴史資料調査報告書　１ 千葉県教育委員会 1991

観福寺歴史資料目録 佐原市教育委員会／編 1991

伊能忠敬関係資料目録 文化庁文化財部美術学芸課 2010

千葉縣史料　金石文篇二 千葉縣 1978

金石文調査・道標 佐原市教育委員会 1978

増訂　佐原の文学碑 佐原市教育委員会・佐原市文化協会 1995

佐原市石造物目録 佐原市教育委員会／編 2002

小見川の下総板碑　資料集 小見川史談会 2007

小見川の石造物（西地区編） 小見川史談会 2009

小見川の石造物（北地区編） 小見川史談会 2010

小見川の石造物（中央地区編） 小見川史談会 2011

小見川の石造物（東・南地区編） 小見川史談会 2012

小見川の石造物（増補編　付；山口家墓地調査） 小見川史談会 2014

小見川の下総板碑・石造物　全地区一覧表 小見川史談会 2016

房総の祭と技　無形文化財・無形民俗文化財 千葉県教育委員会 1994

千葉県の諸職 千葉県教育委員会 1996

千葉県民俗関係文献目録（稿）　第１集 千葉県史料研究財団／編 1992

千葉県民俗関係文献目録　第２集 千葉県史料研究財団／編 1993

千葉県地域民俗調査報告書　第１集 千葉県史料研究財団／編 1994

千葉県地域民俗調査報告書　第３集 千葉県史料研究財団／編 1996

千葉県民俗地図 千葉県教育委員会 1974

房総のまつり 千葉県教育庁文化課／編 1983

千葉県の民謡 千葉県立房総のむら／編 1986

千葉県の民俗芸能 千葉県立房総のむら／編 1995

佐原山車祭調査報告書 千葉県佐原市教育委員会／編 2001

千葉県祭り・行事調査報告書 千葉県立大利根博物館／編 2002

成田街道 千葉県教育庁文化課／編 1987

多古街道 千葉県教育庁文化課／編 1987

銚子街道 千葉県教育庁文化課／編 1987

江戸川・利根川水運 千葉県教育庁文化課／編 1988

木下街道・なま道 千葉県教育庁文化課／編 1988

多古銚子道 千葉県教育庁文化課／編 1989

江戸川・利根川水運　２ 千葉県教育庁文化課／編 1989

海上・河川交通 千葉県教育庁生涯学習部文化課／編 1991

無形文化財

文化財の類型

有
形
文
化
財

建造物

美
術
工
芸
品

彫刻

古文書

石造物

歴史資料

民
俗
文
化
財

無形の民俗文化財

有形の民俗文化財

歴史の道
記
念
物

香取市に関係する文化財調査報告書一覧１ 
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②無形文化財 

『千葉県の諸職』で伝統的職業（宮大工、太鼓製作など）に関した調査が行われている。 

③民俗文化財 

Ⅰ 有形の民俗文化財 

 県の『千葉県民俗関係文献目録』や『千葉県地域民俗調査報告書』などで把握が進められてい

るものの、詳細な調査は実施されていない。 

Ⅱ 無形の民俗文化財 

 県の『千葉県の民俗芸能』や『千葉県祭り・行事調査報告書』などで把握調査が進められてい

る。国重要無形民俗文化財の佐原の山車行事関連で『佐原山車祭調査報告書』を佐原市が刊行し

ているほか、香取市になってからは山車実測調査事業等が進められている。 

④記念物 

Ⅰ 遺跡 

 県の『千葉県の歴史 資料編 考古１（旧石器・縄文時代）』で香取市の代表的な遺跡の概要

が確認できる。近年は国史跡の良文貝塚、下総佐倉油田牧跡、伊能忠敬旧宅の報告書等が刊行さ

れているほか、『肥前、鹿島藩 鍋島家の遺跡』など地元団体が主体的に刊行したものもある。

また、歴史の道として、街道や水運について把握が進められている。 

Ⅱ 動物、植物、地質鉱物 

 県の『千葉県記念物実態調査報告書』等で把握が進められている。市内には国天然記念物・府

馬の大クスが所在し、生育状況調査等を含めた保護管理業務を実施している。 

⑤伝統的建造物群 

 伝統的建造物群保存地区が制度として設けられた当初から『佐原の町並 －佐原市伝統的建造

物群保存地区調査報告書－』などの調査が行われており、住民運動の活性化と共に各建造物の調

査等も進められていった。 

⑥埋蔵文化財 

 県では中近世遺跡、貝塚、中世城郭、生産遺跡、古墳、洞穴・横穴、近世牧跡などの分布等調

査が進められてきた。また、埋蔵文化財包蔵地の分布地図は、刊行後も千葉県ＨＰちば情報マッ

プ「ふさの国ナビゲーション」で集約され、随時更新されている。埋蔵文化財の発掘調査報告書

等は合併前の各市町、県、県教育振興財団、財団法人香取郡市文化財センター、香取市で継続的

に刊行しているほか、『国指定史跡 良文貝塚』など重要遺跡等の調査報告書の刊行も行ってい

る。 
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香取市に関係する文化財調査報告書一覧２ 

タイトル 調査主体 発行年

史蹟伊能忠敬旧宅（土蔵）修理工事報告書 文化財建造物保存技術協会／編 1985

源満仲伝承地 佐原市教育委員会／編 1992

史蹟伊能忠敬旧宅（店舗・正門・炊事場）保存修理工事報告書 文化財建造物保存技術協会／編 1997

千葉県の歴史　資料編　考古１（旧石器・縄文時代） 千葉県 2000

伊能忠敬旧宅跡発掘調査概報 香取市教育委員会／編 2007

肥前、鹿島藩　鍋島氏の遺跡 円通寺・円通寺鍋島遺跡保存会 2010

史跡　伊能忠敬旧宅（書院・店舗・土蔵）災害復旧修理報告書 香取市教育委員会 2015

国指定史跡良文貝塚 香取市教育委員会／編 2016

油田牧馬土手跡 香取市教育委員会／編 2017

良文貝塚出土遺物報告書 香取市教育委員会／編 2019

－

千葉県記念物実態調査報告書　Ⅰ 千葉県教育庁文化課 1980

水郷の鳥と魚百話 ㈶千葉県社会教育施設管理財団 1991

千葉県記念物実態調査報告書　Ⅱ 千葉県教育庁文化課 1990

千葉県記念物実態調査報告書　Ⅲ 千葉県教育庁文化課 1995

－

佐原の町並　－佐原市伝統的建造物群保存地区調査報告書－ 佐原市教育委員会／編 1975

集落・町並　千葉県集落・町並実態調査報告書 観光資源保護財団・佐原市教育委員会 1983

佐原の町並み 千葉県立大利根博物館　編 2002

佐原の町並み資料集成 佐原市都市開発室／編 2004

街なみ環境整備事業計画等策定業務報告書 香取市建設水道部都市整備課 2016

千葉県栗源町埋蔵文化財分布地図 栗源町教育委員会 1979

千葉県佐原市埋蔵文化財分布地図 佐原市教育委員会 1979

山田町の遺跡 山田町教育委員会 1984

千葉県小見川町埋蔵文化財分布地図 小見川町教育委員会 1985

千葉県埋蔵文化財分布地図（２）－香取・海上・匝瑳・山武地区（改訂版）－ 千葉県教育委員会 1998

千葉県中近世遺跡分布図 千葉県中近世遺跡調査団／編 1972

千葉県所在貝塚遺跡詳細分布調査報告書 千葉県教育委員会 1983

千葉県所在中世城館跡詳細分布調査報告書Ⅰ－旧下総國地域－ 千葉県教育委員会 1995

千葉県考古学史資料目録稿　明治期 千葉県文化財センター 1986

千葉県生産遺跡詳細分布調査報告書 千葉県教育庁文化課／編 1986

千葉県所在古墳詳細分布調査報告書 千葉県教育委員会 1990

香取郡市考古学研究史 （財）香取郡市文化財センター 1991

千葉県所在洞穴遺跡・横穴墓詳細分布調査報告書 千葉県文化財センター／編 2003

房総の近世牧跡 千葉県教育振興財団／編 2006

香取郡誌 東荘文庫 1900

千葉縣香取郡誌 千葉県香取郡役所 1921

佐原町誌 千葉県香取郡佐原町 1931

良文村誌 良文村 1939

山倉村誌 山倉村役場 1942

佐原市史 佐原市役所 1966

小見川の歴史 小見川町教育振興協議会教材資料作成委員会 1970

栗源町史 栗源町役場 1974

小見川町史　史料集（第一集） 小見川町史編さん委員会 1985

山田町史 山田町 1986

小見川町史　史料集（第二集） 小見川町史編さん委員会 1986

小見川町史　史料集（第三集） 小見川町史編さん委員会 1987

小見川町史　史料集（第四集） 小見川町史編さん委員会 1987

小見川町史　通史編 小見川町 1991

栗源町文化財資料目録 栗源町教育委員会 1993

佐原市史　資料編　別編一　部冊帳　前巻 佐原市教育委員会 1996

佐原市史　資料編　別編二　部冊帳　後巻１ 佐原市教育委員会 1997

佐原市史　資料編　別編二　部冊帳　後巻２ 佐原市教育委員会 1998

栗源の百年 栗源町 1990

ふさの国の文化財総覧　第2巻　海匝・香取・印旛 千葉県教育委員会 2004

おみがわ歴史の歩み 小見川町文化協会郷土研究部 2004

山田町指定文化財 山田町教育委員会／編 2004

香取市歴史的風致維持向上計画 千葉県香取市 2019

市町村史等

文化的景観

伝統的建造物群

埋
蔵
文
化
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包蔵地

広域調査

記
念
物

遺跡

名勝地

動物、植物、地質鉱物

文化財の類型
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２．調査の課題と方針 

 

（１）香取市の調査等の傾向と課題 

既存の香取遺産に関する調査を整理した結果、建造物、石造物、古文書、考古資料、無形の民

俗文化財、遺跡については香取遺産の把握調査や専門調査が比較的充実している。また、工芸品、

歴史資料、有形の民俗文化財、伝統的建造物群については中核となる指定等文化財を中心に専門

調査が行われている。それ以外の無形文化財、名勝地、文化的景観の把握や調査が進んでいない。

また、有形の民俗文化財や動物・植物・地質鉱物、香取市佐原以外の伝統的建造物群なども十分

とは言えず、今後の調査の進捗が待たれる。地区別では、佐原地区では香取遺産の把握調査、専

門調査が進んでいる。小見川地区では考古学関係を中心に把握や調査が行われている。山田地区、

栗源地区では把握調査が行われているものの、専門調査までは行われていない分野が多く、把握

調査で見出された香取遺産の専門調査の実施についても検討していきたい。 

香取神宮関係、伊能忠敬関係、佐原の山車行事関係、重伝建地区関係、４つの国史跡や考古資

料については、市の歴史の中で重要な位置を占める。このような市の中核となる指定等文化財に

ついては、これまで多くの専門調査が行われてきたものの、調査すべき内容も多く残されており、

調査成果の周知を更に進めていく必要がある。 

 

（２）今後の方針 

こうした傾向を踏まえ、文化財保存活用地域計画作成に伴う調査では小見川地区の建造物分布

調査及び基礎調査、山田・栗源地区などで建造物及び景観分布調査を実施したところであり、今

後は無形文化財、名勝地、文化的景観の把握や調査、有形の民俗文化財や動物・植物・地質鉱物

など調査が十分でない内容の把握調査を引き続き進めていく。また、把握調査で見いだされた香

取遺産の専門調査、調査を進めていく中で生じた諸課題への対応を引き続き進めていきたい。 

 日本遺産「北総四都市江戸紀行」の構成文化財にもなっている、香取神宮関係、伊能忠敬関係、

佐原の山車行事関係、重伝建地区関係は多くの観光客を集める指定等文化財でもあり、各種調査

を進めることで更なる内容の把握や周知する内容の充実を図りたい。また、４つの国史跡や考古

資料についても調査や整備を計画的に進めていき、香取遺産を知る・守り伝える・活かすの循環

を生み出し、その効果を香取遺産全体にも波及させていきたい。 
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◎

○

△

―

対象外

凡　例

把握が進み、

報告書等がある

把握が進んでいる、

または報告書等がある

簡易的な調査等が

行われている

把握等が進んでいない

香取遺産の把握状況 

建
造
物

石
造
物

彫
刻
　
絵
画

工
芸
品

書
跡
・
典
籍

古
文
書

考
古
資
料

歴
史
資
料

有
形
の

民
俗
文
化
財

無
形
の

民
俗
文
化
財

遺
跡

名
勝
地

動
物
・
植
物

・
地
質
鉱
物

原始 〇 〇 ー ー ー

古代 ◎ ー 〇 ー 〇 ー ー ー

中世 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 ー △

近世 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 〇 ◎ ◎ ー 〇 ◎ ー 〇

近現代 ◎ ◎ 〇 〇 〇 △ 〇 ◎ ー ー ◎ ー 〇

原始 ◎ ◎ ー ー ー

古代 ー ー 〇 ー 〇 ー ー ー

中世 ◎ △ 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 ー △ ー △

近世 〇 ◎ △ 〇 〇 ー ー 〇 〇 ー △ 〇 ー 〇

近現代 〇 ◎ △ △ 〇 △ ー 〇 ー ー 〇 ー 〇

原始 △ △ ー ー ー

古代 ー ー △ ー △ ー 〇 ー

中世 〇 △ △ △ △ ー ー 〇 △ △ △ ー △

近世 〇 〇 △ △ △ ー ー 〇 △ △ △ △ ー 〇

近現代 〇 〇 △ △ △ △ △ 〇 ー △ △ ー 〇

原始 △ △ ー ー ー

古代 ー ー △ ー △ ー ー ー

中世 〇 △ △ △ △ ー ー △ △ ー △ ー △

近世 〇 〇 △ △ △ ー ー △ △ ー △ △ ー 〇

近現代 〇 〇 △ △ △ △ △ 〇 ー △ △ ー 〇

歴
史
の
道

佐
原
地
区

小
見
川
地
区

山
田
地
区

栗
源
地
区

有形文化財
無
形
文
化
財

民俗文化財 記念物 伝
統
的
建
造
物
群

文
化
的
景
観


